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16.  Abstract 

自律運転車両には、交通の安全、従来の車両を使うことができない人々の機動性、排ガス

の問題、などを改善することが期待されている。この白書では、自律運転車両に関する交通

の安全問題を論じている。	 

安全は、以下の 4 つに分類される。：	 

(1)	 自律運転車両は、乗物、道路、および環境要因としてだけではなく、他の交通参加者

による事故の原因に貢献する事を補償できるか？(2)	 コンピュータによる判断の為に必要

な、すべての関連した情報を自律運転車両に供給できるか？(3)	 自律運転車両の計算速度、

一定の警戒、転導性の不足は、経験豊かなドライバーの予想知識を無視することができる

か？(4)	 従来の車両と自律運転車両が相互に道路を使用すると予想される長い過渡期の間、

道路交通の安全にはどのように影響するのか？	 

提示された議論は、以下の結論を支持する。：	 

(1)自律運転車両による事故死者 0(ゼロ)の予想は現実的ではない。(2)自律運転車両が経験

のある中年ドライバーより安全であることは、必然的結果ではない。(3)	 従来の車両と自律

運転車両が道路を共有している間は、少なくとも従来の車両にとっては、実際には安全は悪

化するかもしれない。 
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